
                                                                                                  

                                                                                   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                          
                                         
                                  
                                   
                        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

■ ご旅行日程   ２００９年２月１０日（火）～２月１６日（月）＜５泊７日＞ 

■ ご旅行代金   298,000 円 ⇒ 278,000 円（大人おひとり様／２名様１室利用） 

        【但し、ファイン財団シルバーサービス会員の方は 278,000円 ⇒ 258,000 円】 

       ※燃油サーチャージは別途お支払下さい。お一人様あたり 56,000 円 ⇒ 44,000 円 

■  申込締切日  ２００９年１月８日（木） 

■ 利用予定ホテル サンフランシスコ：ピクウィック・ホテル 

            ロサンゼルス：ウィルシャー・グランド・ロサンゼルス 

■ 利用予定航空会社 ユナイテッド航空 

■ 募集人員    ２５名様（最少催行人員１５名様 ⇒１０名様） 
※定員になり次第締め切らせていただきます。 

 

 研修企画     財団法人大阪府地域福祉推進財団（ファイン財団）      

             財団法人大阪府地域福祉推進財団シルバーサービス会員企業 

               〒540-0012 大阪市中央区谷町 5-4-13 大阪府谷町福祉センター内 

               TEL:06-4304-0294  FAX:06-4304-2941  http://www.fine-osaka.jp 

 

       旅行企画・実施        

                   
  大阪団体支店 教育旅行課 

高齢者に対する身体的・心理的虐待等が社会問題となり、「高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に

対する支援等に関する法律」（高齢者虐待防止法）が平成１８年４月１日から施行されました。 

虐待は高齢者の尊厳・人権を著しく侵害する行為であり、介護保険事業者はサービスを提供する

にあたって、利用者の尊厳・人権の保持・擁護に努めることが求められています。 

また、昨年度、厚生労働省が全市町村・都道府県を対象に実施した高齢者虐待の対応状況等について

の調査結果では、市町村等への相談・通報件数、虐待が認められ、市町村等による対応が行われた件数

の増加が報告されており、わが国において、高齢者虐待防止への取組みはますます重要な課題になって

います。 
今回訪問するアメリカでは、先進国の中で最も早く高齢者虐待が社会問題として認識され、早くから

法律の制定や全国高齢者虐待センターの設置等を通じて、情報収集、技術的援助、調査研究が行われて

きました。その概要を学んでいただくと共に、各高齢者福祉施設や福祉サービス提供団体がその法律に

基づいて、どのように防止に努めているかをテーマに視察研修を行います。 
 皆様方の積極的なご参加を心よりお待ち申し上げます。 



 

■ 視察内容 ■  テーマ：『アメリカにおける高齢者虐待防止の取組み』 

◆視察先（予定）＊以下視察先・内容は予定であり、相手方の事情等により変更になる場合があります。 

 アメリカにおける高齢者虐待防止への取組みは、連邦法である高齢アメリカ人法（Older Americans Act）に 

基づいており、２０００年の改正では、州に対し虐待に対する法的支援と裁判所との連携の促進が盛り込まれまし

た。また、２００１年１２月には高齢者虐待全国サミットが開催され、全国的に一貫した政策を推進するための高齢

者虐待防止法の制定、全国規模の教育、国民の意識啓発などが行動目標に掲げられました。 

【在宅高齢者の虐待防止】・・・連邦レベルの高齢者虐待防止法と州レベルの成人保護サービス法（ＡＰＳ法）

により政策が組みたてられており、州ごとに通報システムは異なっています。 

【施設内での虐待防止】・・・１９７８年の高齢アメリカ人法の改正により高齢者施設におけるオンブズマン制度 

の実施が義務づけられ、長期ケアオンブズマン制度は、州政府が行う施設監査制度と連携しています。  

 

＜サンフランシスコ＞ 

【視察研修①】（視察予定先：Institute of Aging）  

サンフランシスコ高齢者福祉コミュニティースタッフによるレクチャー 

Ｉ．Ｏ．Ａ（Institute of Aging）はサンフランシスコ近郊に在住する高齢者の生活環境やライフ
スタイル向上の為に、様々なサービスを提供しているＮＰＯ団体です。ここで提供されているサー

ビスは幅広く、特に、高齢者虐待の防止に関しては、それぞれのケース担当者と協力して実態の把

握と防止に努めています。ここでは、アメリカにおける高齢者虐待防止に関する法律、高齢者虐待

の実態やその防止に関する取り組みの現状についてレクチャーしていただきます。 
【視察研修②】（視察予定先：KIMOCHI INC.） 

 サンフランシスコでの高齢者介護施設（ナーシングホーム）訪問 

サンフランシスコの日系人高齢者福祉団体が運営する施設で、１９７１年に設立されました。家

事援助サービスなどの在宅支援サービス、日本食を提供する食事サービス、施設サービスなどを行

っています。ここでは、施設介護における高齢者虐待の防止の取り組みや予防方法について、レク

チャーと施設見学をおこないます。 
 

＜ロサンゼルス＞ 

【視察研修③】（視察予定先：WISE＆HEALTHY AGING） 

【視察研修④】（視察予定先：W.I.S.E DAY CARE CENTER） 

ロサンゼルス 高齢者福祉サービス団体 スタッフによるレクチャーとデイケアセンター見学 

ＷＩＳＥ＆ＨＥＡＬＴＨＹ ＡＧＩＮＧは、３５，０００人の高齢者と８００人のボランティア

を抱える全米有数のシニア層向けボランティア活動団体です。一般の高齢者やその家族、地域の様々

な機関に対して高齢者虐待防止についての研修を行っています。また、ＷＩＳＥでは、ロサンゼル

ス市を７つに分割して、それぞれに地域コーディネーターとケアワーカーをおき、３６時間の研修

を受けたオンブズマン・ボランティアを統括しながらナーシングホームや高齢者居住施設（アシス

テッド・リビング等）の監視を行っています。 
W.I.S.E DAY CARE CENTERでは、アルツハイマー病のケアプログラムがあり、利用者のニ
ーズに対して適切なサービスを提供したとして、過去２年間に２名のセンタースタッフがアルツ

ハイマー病協会より表彰されています。 
ここでは、デイケアセンターにおける高齢者虐待防止の取り組みを中心に、在宅介護における高齢

者虐待防止に関するレクチャーと施設見学をおこないます。 

 



 
【日程】 

 
目次 月日（曜） 地   名 現 地時刻 交通機関 予  定  （宿泊地） 食  事 

 
関西国際空港 

 
１ ８ ： ５ ５ 

 
U A 8 8 6

 
空路、サンフランシスコへ 

機内（泊）

昼： × 
夕： 機 

① 

 
 

2 / 1 0 
（火） 
 
 

サンフランシスコ 
（ 3 0 ｋ ｍ ） 

 
１ １ ： １ ８ 

 
午 後 

 
専用バス

 
到着後、サンフランシスコ市内視察 
（○ゴールデンゲートブリッジ） 

サンフランシスコ（泊）

朝： 機 
昼： × 
夕： ○ 
 

② 
2 / 1 1 
（水） 

 
 

サンフランシスコ 
（ 4 0 ｋ ｍ ） 
 
 

 
午 前 

 
午 後 

 
専用バス
 

専用バス

 
午前：視察研修① 
高齢者福祉コミュニティースタッフによるレクチャー 
午後：視察研修② 
ナーシングホーム訪問 

サンフランシスコ（泊）

 
朝： ○ 
昼： ○ 
夕： × 

 

③ 
2 / 1 2 
（木） 

 

サンフランシスコ 

 

ロ サ ン ゼ ル ス 

 

 

 
１ ３ ： ０ ０ 

 
１ ４ ： ３ ８ 

 
UA1165
 
 

 
朝食後、空港へ 
空路、ロサンゼルスへ 
到着後、ロサンゼルス市内視察 
（○サンタモニカ、○ハリウッド） 

ロサンゼルス（泊）

朝： ○ 
昼： × 
夕： × 
 

 

④ 
2 / 1 3 
（金） 

 

ロ サ ン ゼ ル ス 

（ 4 0 ｋ ｍ ） 
 

 
午 前 

 
午 後 

 
専用バス
 

専 用 車

 
午前：視察研修③ 
高齢者福祉サービス団体スタッフによるレクチャー 
午後：視察研修④ 
デイケアセンター訪問 

ロサンゼルス（泊）

朝： ○ 
昼： ○ 
夕： × 

 

⑤ 
2 / 1 4 
（土） 

ロ サ ン ゼ ル ス 

 

終 日 

 
 
 
 

 
終日：自由行動 
さよなら夕食会 

ロサンゼルス（泊）

朝： ○ 
昼： × 
夕： ○ 

⑥ 
2 / 1 5 
（日） 

 

ロ サ ン ゼ ル ス 

サンフランシスコ 

 

 
午 前 
８ ： ０ ０ 
９ ： ２ ２ 
１ １ ： ４ ６ 

 
専用バス
U A 8 8 9
 

U A 8 8 5

 
朝食後、空港へ 
空路、帰国の途につきます。 
（サンフランシスコ乗り継ぎ） 
 

機内（泊）

朝： ○ 
昼： × 
夕： 機 
 

 

⑦ 
2 / 1 6 
（月） 

 

関 西 国 際 空 港 
 

１ ６ ： ３ ５ 
  

関西国際空港到着後、解散。 朝： 機 

※ この行程表は最も新しい資料により作成しておりますが、交通機関の都合により、出発到着時刻の変更が生ずる事があります。 

※ 視察先は予定であり相手先事情等により変更になる場合があります。（●：入場観光 ○：下車観光） 

■ご利用予定航空会社／ユナイテッド航空（ｴｺﾉﾐｰｸﾗｽ） 

■ご利用予定ホテル ／【サンフランシスコ】  ピクウィック・ホテル 【ロサンゼルス】 ウィルシャー・グランド・ロサンゼルス     
■ご旅行代金：お１人様 ￥２９８，０００円 ⇒ ２７８，０００円 （２名様１室利用） 
                 【但し、ファイン財団シルバーサービス会員の方は２７８，０００円 ⇒ ２５８，０００円】 
※別途、燃油サーチャージ（５６，０００円 ⇒４４，０００円）が必要となります。 
※燃油サーチャージは１０月１日現在の料金となります。料金改定が行われた場合差額をご請求させていただきます。 
● 添乗員：全行程同行します。 
● お食事：朝食 ５ 回・昼食 ２ 回・夕食 ２ 回（機内食除く） 
● 最少催行人員：１５ 名様 ⇒１０名様                                                 
 

【お申込・お問い合わせ先】 

530-0051 大阪市北区太融寺町3-24  日本生命梅田第二ビル９階

株式会社 阪急交通社 大阪団体支店 教育旅行課 

 TEL：06-6361-4767   ＦＡＸ：06-6361-4775 

総合旅行業務取扱管理者：岸本 秀之 ・ 宍井 剛  

       担当：横 矢 ・ 与十田（よそだ） 

営業時間：平日 10：00～18：00 / 土・日・祝日休 業 

 

 

国土交通大臣登録旅行業第 1847 号 

（社）日本旅行業協会正会員 

ボンド保証会員 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 

ふりがな  性 別 男  ・  女 有効旅券 有  ・  無 

お名前 
 

生年月日 

Ｔ  

     年  月  日 

Ｓ  

お持ちの方の 

発行月日と期限 

発行   年  月  日 

有効   年  月  日まで

ご自宅 

住所 

〒   － 

                  TEL:    －    －     
１人部屋希望 有  ・  無 

勤務先名  同室希望者名  

勤務先 

所在地 

〒   － 

                  TEL:    －    －     
役 職 

 

●取引条件説明書に記載の旅行条件及び旅行手配のために必要な範囲内での運送・宿泊機関などその他への個人情報の 

提供をいたします。また、（財）大阪府地域福祉推進財団に対しても情報提供いたします。同意の上、お申込ください。 

き り と り せ ん

■ パスポートの残存期間（日本国籍の方） 
■ アメリカ・・・・・帰国日まで有効であるもの 

パスポートをお持ちでも、上記の日数以上の残存期間が 
ない場合は入国出来ません。 
パスポートの有効期間をもう一度お確かめの上、残存 
期間不足の方は新しくパスポートを取得して下さい。 
外国籍の方は弊社までお問合せ下さい。 
１月１１日より９０日以内の短期観光の際は ESTAが 
必要になります。当社にて取得手続きをご希望の際は 
別途４２００円の手数料が必要となります。 

■ ビザ（査証）・・・・この旅行には不要です。 
日本国籍の方の短期観光の場合です。 




